
臺灣 嘉義新港奉天宮交流９５周年記念訪問団

７月９日、コロナ禍で来日がかなわなかった一行４６名が靈雲院を訪問されました。
管長猊下、会長老大師はじめIZEFA役員一同が一行を出迎えました。交流式典 は１０時
より始まり、先ず媽祖様の換袍（お着替え１２年毎）が行われ、続いて何達煌奉天宮理事
長、黄文亮奉天宮総裁ら３名が上香、献供、
礼拝を行い、日本側も礼拝、諷経で媽祖様に
ご回向申し上げました。続いて小倉管長猊下
より歓迎のお言葉を賜り、何理事長からは交
流再開１２年を振り返るご挨拶を頂きました。
祝電披露の折、中華民国蔡英文総統からの賀
電（祝電）が披露されました。

記念品交換では
奉天宮からは妙心寺と靈雲院に香炉が贈られた。

法要式典後ブラ
イトンホテルに
移動し、歓迎祝
宴が行われた。
先ず会長老師か
ら歓迎の挨拶が
あり、今までの
交流に謝意を表

すと共に、今後の末長い親善交流が益々発展継続出来るよう
にと挨拶された。

引き続き当会理事、瑞龍寺・土方義道師と奉天宮・黄文亮総裁ご両人による乾杯の発声が
あり、祝宴は盛り上がった。


